
○美濃加茂市クリーンパートナー制度実施要綱 

平成２１年３月３１日 

訓令甲第１８号 

（目的） 

第１条 この要綱は、道路、公園、河川等の公共施設（以下「公共施設等」

という。）のボランティア等による美化活動を支援するため、美濃加茂

市クリーンパートナー制度（以下「制度」という。）を推進し、もって

環境美化に対する市民意識の高揚と市民との協働によるまちづくりを促

進することを目的とする。 

（定義） 

第２条 制度とは、市民と市がお互いの役割を定め、公共施設等の美化及

び清掃を行うものをいう。 

２ クリーンパートナーとは、市長と合意をしたうえで区域を定めて公共

施設等の美化活動を行う者をいう。 

３ 美化活動とは、次の各号に掲げるものをいう。 

(1) 空き缶、吸殻等の収集 

(2) 除草 

(3) 不法投棄等の情報提供 

(4) その他環境美化に必要と認める活動 

（届出） 

第３条 クリーンパートナーとなろうとする者は、クリーンパートナー届

出書（様式第１号。以下「届出書」という。）を市長に提出するものと

する。 

２ クリーンパートナーを辞退するときは、クリーンパートナー辞退届（様

式第２号）を市長に提出するものとする。 

（合意書） 

第４条 市長は、届出書の内容が適切と認めたときは、クリーンパートナ

ー合意書（様式第３号。以下「合意書」という。）をクリーンパートナ

ーと取り交わすものとする。 

２ 市長は、市の管理以外の公共施設等の美化活動が含まれる届出書を受

理したときは、当該公共施設等の管理者と協議し、あらかじめ当該管理



者の承諾を得なければならない。 

（報告書の提出） 

第５条 クリーンパートナーは、合意書を取り交わしたときは、年間活動

報告書（様式第４号）を適時市長に提出しなければならない。 

（廃棄物の搬出） 

第６条 クリーンパートナーが第２条第３項第１号の空き缶、吸殻等及び

同項第２号の除草した草の搬出をするときは、あらかじめ市長と協議を

し、その指定された方法によらなければならない。ただし、市長がその

他の方法による搬出を認める場合は、この限りでない。 

（市の役割） 

第７条 クリーンパートナーの美化活動に対する市長の役割は、次に掲げ

るものとする。 

(1) 美化活動に必要な物品、用具等の調達 

(2) 第２条第３項第１号の空き缶、吸殻等及び同項第２号の除草した草

の収集 

(3) クリーンパートナーに対するボランティア保険の加入 

(4) 表示板の設置 

(5) その他環境美化に必要と認めるもの 

（庶務） 

第８条 制度の庶務は、建設水道部土木課において処理する。 

（委任） 

第９条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 

附 則 

この訓令は、平成２１年４月１日から施行する。 



 



 



 



 



様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

様式第３号（第４条関係） 

様式第４号（第５条関係） 

 


